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入力インタフェースの具体的なシステム・技術開発として、発話音声からコミュニケー

ションの引き込み動作を自動生成する【音声駆動型身体的引き込み技術】、身体動作に連

動して直接動作する【身体連動型身体的引き込み技術】、タイピングと入力テキストに基

づいてキャラクタのコミュニケーション動作を自動生成する【タイピング駆動型身体的引

き込み技術】を開発展開した。 

具体的には、人とのかかわりが実感できる実用的なシステム・技術の設計デザインおよ

び研究開発を念頭に、音声対話でのうなずきや身振りなどの身体的リズムの引き込みをCG

キャラクタやロボットのメディアに導入し、発話音声から豊かなコミュニケーション動作

を自動生成するインタロボット技術を応用して、(1)音声駆動型身体引き込みキャラクタの

うなずき動作に伴う音声相槌に関する研究、(2)うなずき反応の体感提示に基づく関心度向

上に関する研究、(3)タイピング駆動型身体引き込みキャラクタのテキスト・情動表現提示

に関する研究を推進した。 

【音声駆動型身体的引き込み技術】 

 (1)音声駆動型身体引き込みキャラクタのうなずき動作に伴う音声相槌に関する研究 

CGキャラクタとの対話において、入力音声を基に自動生成されたうなずき動作に、音声

相槌を付加したインタラクション支援システムを開発している。音声相槌のタイミング推

定にうなずき反応モデルを用いることで、発話リズムに沿った相槌を打つことができ、ま

たうなずき動作により音声応答遅延を感じさせない効果が示めされるなど、より自然で円

滑なコミュニケーションを行うことができる。本研究の成果は、音声駆動型身体引き込み

キャラクタのうなずき動作に音声相槌を付加するシステムを開発し、語りかけ実験により

システムの有効性を示したことにある。 
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【身体連動型身体的引き込み技術】 

(2)うなずき反応の体感提示に基づく関心度向上に関する研究 

うなずき反応の体感提示によって動画視聴者に与える動画内容への関心度の影響につい

て検証している。音声情報から自動生成されたうなずき反応をユーザに体感提示する音声

駆動型身体的引き込みチェアシステムを用いて、提示タイミングの異なる新たな動作モー

ドを加え、うなずき提示のタイミングの違いによってユーザに与える関心度への影響につ

いて検討した。本システムを用いて関心を持ち辛い内容である動画を視聴する実験を行

い、官能評価結果よりシステムの有効性を示している。本研究の成果は、関心を持ち辛い

内容を視聴する際、うなずき反応を体感提示することで、関心を向上させる効果を示した

ことにある。 

【タイピング駆動型身体的引き込み技術】 

(3) タイピング駆動型身体引き込みキャラクタのテキスト・情動表現提示に関する研究 

タイピング駆動型身体的引き込みキャラクタチャットシステム InterChatにおける情動

表現提示に着目し、テキストと情動表現との間にずれが生じていた従来のシステムに加

え、情動表現をテキストの表示に合わせて即時表示するシステムを開発している。さらに

コミュニケーション実験を行い、開発したシステムの有効性を示すとともに、InterChatに

おける好ましいテキストと情動表現の提示手法を検証している。本研究成果は、チャット

コミュニケーションにおいて、タイピングリズムに基づく身体引き込み動作とテキスト情

報に基づく情動表現を適切なタイミングで表示できるシステムを開発し、その有効性を評

価実験により示したことにある。 

本研究成果を国内外の主要な学会やイノベーション・ジャパン等で発表した。とくに

2016年9月開催された日本機械学会年次大会において「幸せをはこぶテクノロジ－人が幸

せになるのを支援する身体的引き込みメディア技術－」と題して基調講演を行った。 

本領域・研究プロジェクトの最先端研究助成費で研究開発してきたシステムおよび技術

は、オリジナル性の高い人とかかわる自他非分離な萌芽的システム・技術である。そのた

め、引き続きシステムの研究開発展開を進めるとともに、研究室でのモデル実験の検証だ

けでなく、日常生活現場を中心に生活基盤技術としての有効性を実証し、地域社会との連

携支援事業等において臨床実験を行うとともに、生活環境における全てのシステムを活か

すオラリティコミュニケーションインタフェースとして実用化を進めたい。 
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